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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化対象領域の映像信号とその予測信号との予測誤差信号に対して直交変換を施し、
その結果得られる直交変換係数を予め設定した量子化ステップサイズで量子化して符号化
する映像符号化装置であって、
　前記予測誤差信号の電力である予測誤差電力を算出する算出手段と、
　前記算出手段の算出した予測誤差電力と、前記設定の量子化ステップサイズと、符号化
対象領域の発生符号量の上限値とを入力として、前記設定の量子化ステップサイズで量子
化を行うときに発生することになる符号量がその上限値を超えるのか否かを判断する判断
手段と、
　前記判断手段の判断結果に基づいて、符号化処理を変更する変更手段とを備え、
　前記判断手段は、前記上限値と前記設定の量子化ステップサイズとに基づいて、前記予
測誤差電力の許容電力を算出して、その許容電力と前記予測誤差電力とを比較することで
、前記設定の量子化ステップサイズで量子化を行うときに発生することになる符号量が前
記上限値を超えるのか否かを判断することを、
　特徴とする映像符号化装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の映像符号化装置において、
　前記判断手段は、前記上限値と前記量子化ステップサイズとを変数とし前記許容電力を
関数値とする関数にそれぞれの変数値を代入することで、前記予測誤差電力の許容電力を
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算出することを、
　特徴とする映像符号化装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の映像符号化装置において、
　前記判断手段は、前記上限値と前記量子化ステップサイズと前記許容電力とのデータ値
の関係について記載するテーブルを参照することで、前記予測誤差電力の許容電力を算出
することを、
　特徴とする映像符号化装置。
【請求項１６】
　符号化対象領域の映像信号とその予測信号との予測誤差信号に対して直交変換を施し、
その結果得られる直交変換係数を予め設定した量子化ステップサイズで量子化して符号化
する映像符号化方法であって、
　前記予測誤差信号の電力である予測誤差電力を算出する過程と、
　前記算出した予測誤差電力と、前記設定の量子化ステップサイズと、符号化対象領域の
発生符号量の上限値とを入力として、前記設定の量子化ステップサイズで量子化を行うと
きに発生することになる符号量がその上限値を超えるのか否かを判断する過程と、
　前記判断結果に基づいて、符号化処理を変更する過程とを備え、
　前記判断する過程では、前記上限値と前記設定の量子化ステップサイズとに基づいて、
前記予測誤差電力の許容電力を算出して、その許容電力と前記予測誤差電力とを比較する
ことで、前記設定の量子化ステップサイズで量子化を行うときに発生することになる符号
量が前記上限値を超えるのか否かを判断することを、
　特徴とする映像符号化方法。
【請求項１９】
　請求項１に記載の映像符号化装置の実現に用いられる処理をコンピュータに実行させる
ための映像符号化プログラム。
【請求項２０】
　請求項１に記載の映像符号化装置の実現に用いられる処理をコンピュータに実行させる
ための映像符号化プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、符号化対象領域の映像信号とその予測信号との予測誤差信号に対して直交変
換を施し、その結果得られる直交変換係数を量子化ステップサイズで量子化して符号化す
る映像符号化装置およびその方法と、その映像符号化装置の実現に用いられる映像符号化
プログラムおよびそのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体とに関
し、特に、再度の符号化処理や２種類以上の符号化モードについての符号化処理を行うこ
となく、さらに、発生符号量の計測結果を待たずに、上限符号化量を超えない符号化を実
現する映像符号化装置およびその方法と、その映像符号化装置の実現に用いられる映像符
号化プログラムおよびそのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体と
に関する。
　本願は、２００７年７月１７日に出願された特願２００７－１８５３７４号に基づき優
先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　国際符号化標準であるＨ.264の規格では、１マクロブロック当たりの上限符号量が定め
られている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　これから、Ｈ.264を実装する映像符号化装置では、１つのマクロブロックの発生符号量
がこの上限符号量に入るようにと符号化を行う必要がある。
【０００４】



(3) JP 4987080 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

　これを実現するには、一度符号化を行って発生符号量を計測して、その発生符号量が上
限値を超える場合には、異なる符号化条件で再度符号化を行うようにする必要がある。
【０００５】
　しかしながら、このような方法を用いると、符号化条件を変えて再度符号化を行う必要
があることから、演算量や処理時間が増加するという問題がある。
【０００６】
　これを解決する一つの方法として、符号化条件を変えた２種類以上の符号化モードにつ
いての符号化処理（直交変換や量子化や情報源符号化など）を同時に行うようにして、そ
の中から、発生符号量が上限値を超えない符号化結果のものを選び出すという方法を用い
ることが考えられる。
【０００７】
　しかしながら、このような方法を用いると、符号化条件を変えた２種類以上の符号化モ
ードについての符号化処理を同時に行わなくてならないという問題があるとともに、発生
符号量が上限値を超えない符号化結果が必ず得られるとは限らないという問題がある。
【０００８】
　そこで、Ｈ.264規格では、どのような入力画像であっても、上限値以下のビット数でマ
クロブロックを確実に符号化できるように、画素値をそのまま非圧縮（量子化しないで）
で伝送するパルス符号化変調モード（ＰＣＭモード）を用意するようにしている。
【０００９】
　これを利用して、従来技術では、図１８に示すように、符号化モードを決定して符号化
を行い、それに基づいて発生符号量を計測して、それが上限値よりも大きい場合には、Ｐ
ＣＭモードで再度符号化するようにしている。
【００１０】
　一方、Ｈ.264で採用されている算術符号化方式は、従来の符号化テーブルによる符号化
方法と異なり、瞬時に符号量の計測を行えないという特性がある。
【００１１】
　このため、次のマクロブロックの処理が開始されてから、上限ビット数を超えることが
確認される可能性がある。このようなことが起こると、パイプライン処理（並列実行処理
）を行っている場合に処理遅延が発生してしまうという問題がある。
【００１２】
　これから、マクロブロック単位のパイプライン処理を行うハードウェア実装において、
上限ビット数を超えたマクロブロックの入力画像を上述したＰＣＭモードで再度符号化し
ようとすると、入力画像を符号化の最終段まで保存するために追加のメモリが必要になる
などといった問題がある。
【００１３】
　そこで、マクロブロック単位のパイプライン処理を行うハードウェア実装において、上
限ビット数を超えたマクロブロックについて、その入力画像ではなくて、エンコーダ内の
ローカル復号画像をＰＣＭモードで再度符号化するという技術が提案されている（例えば
、非特許文献２参照）。
【非特許文献１】
ITU-T Rec.H.264, "Advanced video coding for generic audio visual services", pp. 
249-256, 2003.
【非特許文献２】
蝶野慶一，仙田裕三，宮本義弘，「ローカル復号画像を用いたＨ.264ＭＢ上限ビット遵守
ＰＣＭ符号化方法」, pp. 119-120, PCSJ2006.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　前述したように、Ｈ.264を実装する映像符号化装置では、１つのマクロブロックの発生
符号量が所定の上限符号量に入るようにと符号化を行う必要があり、これを実現する方法
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として、一度符号化を行って発生符号量を計測して、その発生符号量が上限値を超える場
合には、異なる符号化条件で再度符号化を行うようにする方法がある。
【００１５】
　しかしながら、このような方法を用いると、符号化条件を変えて再度符号化を行う必要
があることから、演算量や処理時間が増加するという問題がある。
【００１６】
　これを解決する一つの方法として、符号化条件を変えた２種類以上の符号化モードにつ
いての符号化処理を同時に行うようにして、その中から、発生符号量が上限値を超えない
符号化結果のものを選び出すという方法を用いることが考えられる。
【００１７】
　しかしながら、このような方法を用いると、符号化条件を変えた２種類以上の符号化モ
ードについての符号化処理を同時に行わなくてならないという問題があるとともに、発生
符号量が上限値を超えない符号化結果が必ず得られるとは限らないという問題がある。
【００１８】
　そこで、従来技術では、前掲図１８に示すように、符号化モードを決定して符号化を行
い、それに基づいて発生符号量を計測して、それが上限値よりも大きい場合には、ＰＣＭ
モードで再度符号化するようにしている。
【００１９】
　しかしながら、このような従来技術では、ＰＣＭモードで再度符号化するよりも符号量
の発生を抑えられる可能性があるのに、それについて無視してしまうという問題がある。
【００２０】
　しかも、Ｈ.264で採用されている算術符号化方式では、瞬時に符号量の計測を行えない
という特性があり、これがために、パイプライン処理を行うハードウェア実装において、
処理遅延が発生してしまうという問題がある。
【００２１】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであって、再度の符号化処理や２種類以上の
符号化モードについての符号化処理を行うことなく、さらに、発生符号量の計測結果を待
たずに、上限符号化量を超えない符号化を実現する新たな映像符号化技術の提供を目的と
する。
課題を解決するための手段
［００２２］
この目的を達成するために、本発明の映像符号化装置は、符号化対象領域の映像信号とそ
の予測信号との予測誤差信号に対して直交変換を施し、その結果得られる直交変換係数を
所定の量子化ステップサイズで量子化して符号化するという構成を採るときに、（１）予
測誤差信号の電力である予測誤差電力を算出する算出手段と、（２）算出手段の算出した
予測誤差電力と、予め設定した符号化に用いる予定の量子化ステップサイズと、符号化対
象領域の発生符号量の上限値とを入力として、符号化に用いる予定の量子化ステップサイ
ズで量子化を行うときに発生することになる符号量がその上限値を超えるのか否かを判断
する判断手段と、（３）判断手段の判断結果に基づいて、符号化処理を変更する変更手段
とを備え、上記判断手段が、発生符号量の上限値と符号化に用いる予定の量子化ステップ
サイズとに基づいて、算出手段の算出した予測誤差電力の許容電力を算出して、その許容
電力と算出手段の算出した予測誤差電力とを比較することで、符号化に用いる予定の量子
化ステップサイズで量子化を行うときに発生することになる符号量がその上限値を超える
のか否かを判断するように構成する。
［００２３］
［００２４］
［００２５］
［００２６］
［００２７］
以上の各処理手段はコンピュータプログラムでも実現できるものであり、このコンピュー
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タプログラムは、適当なコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して提供されたり、
ネットワークを介して提供され、本発明を実施する際にインストールされてＣＰＵなどの
制御手段上で動作することにより本発明を実現することになる。
［００２８］
一般的に、発生符号量Ｇと量子化ステップサイズＱとの間に、
　Ｇ＝Ｘ／Ｑ　　ただし、Ｘは入力信号に依存した値
という関係がある。また、同一の量子化ステップサイズＱにおいて、発生符号量Ｇと入力
信号の電力Ｄとの間にも相関がある。そのため、符号化に用いる予測モード選択では、予
測誤差電力を最小とするモードを選択することになる。
［００２９］
このような関係から、入力信号電力と量子化ステップサイズとから、おおよその発生符号
量を推定できることになる。
［００３０］
この点に着目すると、符号化対象となる予測誤差信号の電力である予測誤差電力を算出し
て、その算出した予測誤差電力と符号化に用いる予定の量子化ステップサイズとに基づい
て、符号化に用いる予定の量子化ステップサイズで量子化を行うときに発生する符号量を
推定して、その推定値と発生符号量の上限値とを比較することで、符号化に用いる予定の
量子化ステップサイズで量子化を行うときに発生することになる符号量がその上限値を超
えるのか否かを判断することができる。
［００３１］
この判断処理では発生符号量を直接推定するようにしているが、この判断処理は、予測誤
差電力が発生符号量の上限値から規定される許容電力範囲に入るのか否かを判断する処理
と等価である。
［００３２］
これから、本発明の映像符号化装置では、発生符号量の上限値と符号化に用いる予定の量
子化ステップサイズとに基づいて、予測誤差電力の許容電力を算出して、その許容電力と
算出した予測誤差電力とを比較することで、符号化に用いる予定の量子化ステップサイズ
で量子化を行うときに発生することになる符号量がその上限値を超えるのか否かを判断す
る。
［００３３］
このような判断処理で必要となる発生符号量の推定値や予測誤差電力の許容電力について
は、関数やテーブルを用いることで簡単に算出することができる。
［００３４］
すなわち、予測誤差電力と量子化ステップサイズとを変数とし発生符号量を関数値とする
関数にそれぞれの変数値を代入することで、発生符号量を推定したり、予測誤差電力と量
子化ステップサイズと発生符号量とのデータ値の関係について記述するテーブルを参照す
ることで、発生符号量を推定することができる。
［００３５］
また、発生符号量の上限値と量子化ステップサイズとを変数とし予測誤差電力の許容電力
を関数値とする関数にそれぞれの変数値を代入することで、予測誤差電力の許容電力を算
出したり、発生符号量の上限値と量子化ステップサイズと予測誤差電力の許容電力とのデ
ータ値の関係について記載するテーブルを参照することで、予測誤差電力の許容電力を算
出することができる。
［００３６］
ここで、符号化モード（予測モード）が異なるとオーバーヘッド符号量などが変わること
から、これらの関数やテーブルは正確には符号化モードに依存することになる。これから
、これらの関数やテーブルを符号化モード毎に複数用意するようにして、それらの中から
符号化対象領域の符号化モードに適したものに切り替えて用いるようにすることが好まし
い。
［００３７］
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このような判断処理に従って、符号化に用いる予定の量子化ステップサイズで量子化を行
うときに発生することになる符号量がその上限値を超えることを判断すると、直交変換係
数の量子化値を符号化するのではなくて、映像信号を量子化せずに符号化したり、あるい
は、予測誤差電力と発生符号量の上限値とに基づいて算出される、その上限値を超えない
符号量の発生を実現する量子化ステップサイズを求めて、符号化に用いる予定の量子化ス
テップサイズを、その求めた量子化ステップサイズに変更するようにできる。
［００３８］
この変更処理で必要となる量子化ステップサイズの算出については、前述した発生符号量
の推定に用いた関数の逆関数により実現されるものであり、これから、この場合も関数や
テーブルを用いることで簡単に算出することができる。
【００３９】
　すなわち、予測誤差電力と発生符号量の上限値とを変数としその上限値を超えない符号
量の発生を実現する量子化ステップサイズを関数値とする関数にそれぞれの変数値を代入
することで、その上限値を超えない符号量の発生を実現する量子化ステップサイズを算出
することができる。
【００４０】
　また、予測誤差電力と発生符号量の上限値とその上限値を超えない符号量の発生を実現
する量子化ステップサイズとのデータ値の関係について記述するテーブルを参照すること
で、その上限値を超えない符号量の発生を実現する量子化ステップサイズを算出すること
ができる。
【００４１】
　ここで、符号化モード（予測モード）が異なるとオーバーヘッド符号量などが変わるこ
とから、これらの関数やテーブルは正確には符号化モードに依存することになる。これか
ら、これらの関数やテーブルを符号化モード毎に複数用意するようにして、それらの中か
ら符号化対象領域の符号化モードに適したものに切り替えて用いるようにすることが好ま
しい。
【発明の効果】
【００４２】
　以上説明したように、本発明によれば、符号化対象領域の映像信号とその予測信号との
予測誤差信号に対して直交変換を施し、その結果得られる直交変換係数を量子化ステップ
サイズで量子化して符号化するという構成を採るときにあって、発生符号量を計測するこ
となく、上限符号化量を超えない符号化を実現できるようにすることから、再度の符号化
処理や２種類以上の符号化モードについての符号化処理を行うことなく、上限符号化量を
超えない符号化を実現できるようになる。
【００４３】
　そして、本発明によれば、発生符号量の計測結果を待たずに、上限符号化量を超えない
符号化を実現できるようにすることから、パイプライン処理を行うハードウェアで実装す
る場合に、処理遅延が発生するという問題が起こらない。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の映像符号化装置の一実施形態例である。
【図２】同実施形態の、符号量推定部の装置構成の一例を示す図である。
【図３】同実施形態の、量子化ステップサイズ算出部の装置構成図である。
【図４】同実施形態の映像符号化装置の実行するフローチャートである。
【図５Ａ】同様に、本映像符号化装置の実行するフローチャートである。
【図５Ｂ】同様に、本映像符号化装置の実行するフローチャートである。
【図６】同実施形態の符号量推定部の装置構成の他の一例を示す図である。
【図７】図６の構成の場合に本映像符号化装置の実行するフローチャートである。
【図８Ａ】同様に、本映像符号化装置の実行するフローチャートである。
【図８Ｂ】同様に、本映像符号化装置の実行するフローチャートである。
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【図９】本発明の映像符号化装置の他の実施形態例である。
【図１０】同実施形態の映像符号化装置の実行するフローチャートである。
【図１１】同実施形態の映像符号化装置の実行する、別のフローチャートである。
【図１２】発生符号量推定部の装置構成の一例を示す図である。
【図１３】発生符号量推定部の装置構成の別例を示す図である。
【図１４】許容予測誤差電力算出部の装置構成の一例を示す図である。
【図１５】許容予測誤差電力算出部の装置構成の別例を示す図である。
【図１６】量子化ステップサイズ算出部の装置構成の一例を示す図である。
【図１７】量子化ステップサイズ算出部の装置構成の別例を示す図である。
【図１８】従来技術の処理を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　　Ｈ.264映像符号化装置構成部分
　２０　　符号量推定部
　２１　　量子化ステップサイズ算出部
　２２　　切替スイッチ
　２００　予測誤差電力算出部
　２０１　発生符号量推定部
　２０２　符号量比較部
　２１０　予測誤差電力算出部
　２１１　最小量子化ステップサイズ算出部
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　以下、実施の形態に従って本発明を詳細に説明する。
【００４７】
　図１に、本発明の一実施形態例としての映像符号化装置を図示する。
【００４８】
　図中、１０（破線で囲った部分）はＨ.264を実装するＨ.264映像符号化装置としての構
成部分、２０は本実施形態例を実現すべく設けられる符号量推定部、２１は本実施形態例
を実現すべく設けられる量子化ステップサイズ算出部、２２は本実施形態例を実現すべく
設けられる切替スイッチである。
【００４９】
　Ｈ.264映像符号化装置構成部分１０は、従来のＨ.264を実装する映像符号化装置と同様
に、動き検出部１００と、動き補償部１０１と、フレームメモリ１０２と、フレーム間予
測モード決定部１０３と、フレーム内予測モード決定部１０４と、切替スイッチ１０５と
、減算器１０６と、直交変換部１０７と、量子化部１０８と、量子化制御部１０９と、逆
量子化部１１０と、逆直交変換部１１１と、加算器１１２と、ループフィルタ１１３と、
情報源符号化部１１４とを備えて、減算器１０６で、符号化対象のマクロブロックの映像
信号とその予測信号との予測誤差信号を生成すると、直交変換部１０７で、その生成した
予測誤差信号に対して直交変換を施し、量子化部１０８で、量子化制御部１０９の設定し
た量子化ステップサイズに従って、その直交変換により得られる直交変換係数を量子化し
、情報源符号化部１１４で、その量子化値をエントロピー符号化することで、映像信号の
符号化処理を実行する。
【００５０】
　図２に、符号量推定部２０の装置構成の一例を図示する。
【００５１】
　符号量推定部２０は、マクロブロックの発生符号量の上限値（上限符号量）と、減算器
１０６の生成した予測誤差信号と、量子化制御部１０９の設定した量子化ステップサイズ
とを入力とするのものであり、予測誤差電力算出部２００と、発生符号量推定部２０１と
、符号量比較部２０２とを備える。
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【００５２】
　予測誤差電力算出部２００は、減算器１０６の生成した予測誤差信号の電力である予測
誤差電力を算出する。
【００５３】
　発生符号量推定部２０１は、予測誤差電力算出部２００の算出した予測誤差電力と、量
子化制御部１０９の設定した量子化ステップサイズとに基づいて、符号化対象のマクロブ
ロックをその量子化ステップサイズで量子化を行うときに発生する符号量を推定する。
【００５４】
　符号量比較部２０２は、発生符号量推定部２０１の推定した発生符号量の推定値と、マ
クロブロックの発生符号量の上限値（Ｈ.264で定義される）とを比較して、発生符号量推
定部２０１の推定した発生符号量の推定値がマクロブロックの発生符号量の上限値よりも
大きい場合には、切替スイッチ２２に対して、量子化部１０８に与える量子化ステップサ
イズとして、量子化制御部１０９の設定した量子化ステップサイズから量子化ステップサ
イズ算出部２１の算出した量子化ステップサイズに切り替えることを指示する。これとは
逆に、発生符号量推定部２０１の推定した発生符号量の推定値がマクロブロックの発生符
号量の上限値よりも小さい場合には、切替スイッチ２２に対して、量子化部１０８に与え
る量子化ステップサイズとして、量子化制御部１０９の設定した量子化ステップサイズを
そのまま用いることを指示する。
【００５５】
　図３に、量子化ステップサイズ算出部２１の装置構成の一例を図示する。
【００５６】
　量子化ステップサイズ算出部２１は、マクロブロックの発生符号量の上限値（上限符号
量）と、減算器１０６の生成した予測誤差信号とを入力とするのものであり、予測誤差電
力算出部２１０と、最小量子化ステップサイズ算出部２１１とを備える。
【００５７】
　予測誤差電力算出部２１０は、減算器１０６の生成した予測誤差信号の電力である予測
誤差電力を算出する。
【００５８】
　最小量子化ステップサイズ算出部２１１は、予測誤差電力算出部２００の算出した予測
誤差電力と、マクロブロックの発生符号量の上限値とに基づいて、その上限値を超えない
符号量の発生を実現する量子化ステップサイズ（最小量子化ステップサイズ）を算出する
。
【００５９】
　図４および図５に、このように構成される本実施形態の映像符号化装置の実行するフロ
ーチャートを図示する。
【００６０】
　次に、これらのフローチャートに従って、本実施形態の映像符号化装置の実行する処理
について詳細に説明する。
【００６１】
　本実施形態の映像符号化装置は、図４のフローチャートに示すように、先ず最初に、ス
テップＳ１０で、符号化モードを決定すると、続いて、ステップＳ１１で、現在設定され
ている量子化ステップサイズを用いて符号化を行うときの発生符号量を推定する。
【００６２】
　続いて、ステップＳ１２で、発生符号量の推定値がマクロブロックの発生符号量の上限
値よりも大きいのか否かを判断して、大きいことを判断するときには、ステップＳ１３に
進んで、量子化ステップサイズを変更してから、ステップＳ１４で、その変更した量子化
ステップサイズを用いて符号化を行う。
【００６３】
　一方、ステップＳ１２の判断処理で、発生符号量の推定値がマクロブロックの発生符号
量の上限値よりも小さいことを判断するときには、ステップＳ１３の処理を行うことなく
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直ちにステップＳ１４に進んで、現在設定されている量子化ステップサイズを用いて符号
化を行う。
【００６４】
　図５Ａに、ステップＳ１１で行う発生符号量の推定処理のフローチャートを図示し、図
５Ｂに、ステップＳ１３で行う量子化ステップサイズの変更処理のフローチャートを図示
する。
【００６５】
　すなわち、ステップＳ１１では、図５Ａのフローチャートに示すように、先ず最初に、
ステップＳ１１０で、予測誤差信号を入力して予測誤差電力を算出し、続くステップＳ１
１１で、現在設定されている量子化ステップサイズを入力し、続くステップＳ１１２で、
その算出した予測誤差電力とその入力した量子化ステップサイズとに基づいて、現在設定
されている量子化ステップサイズを用いて符号化を行うときの発生符号量を推定するので
ある。
【００６６】
　一方、ステップＳ１３では、図５Ｂのフローチャートに示すように、先ず最初に、ステ
ップＳ１３０で、マクロブロックの発生符号量の上限値（上限符号量）を入力し、続くス
テップＳ１３１で、予測誤差信号を入力して予測誤差電力を算出し、続くステップＳ１３
２で、入力した発生符号量の上限値と算出した予測誤差電力とに基づいて、その上限値を
超えない符号量の発生を実現する量子化ステップサイズを算出し、続くステップＳ１３３
で、その算出した量子化ステップサイズに従って、符号化に用いる量子化ステップサイズ
を変更するのである。
【００６７】
　このようにして、図１に示す本実施形態の映像符号化装置は、発生符号量と量子化ステ
ップサイズとの間に成立する関係に基づいて、現在設定されている量子化ステップサイズ
を用いて符号化を行うときの発生符号量を推定して、その推定値がマクロブロックの発生
符号量の上限値よりも大きい場合には、その上限値を超えない符号量の発生を実現する量
子化ステップサイズを算出して、符号化に用いる量子化ステップサイズをそのようにして
算出した量子化ステップサイズに変更するように処理するのである。
【００６８】
　これから、本実施形態の映像符号化装置によれば、再度の符号化処理や２種類以上の符
号化モードについての符号化処理を行うことなく、さらに、発生符号量の計測結果を待た
ずに、発生符号量の上限値を超えない符号化を実現できるようになる。
【００６９】
　図６に、符号量推定部２０の装置構成の他の一例を図示する。
【００７０】
　この装置構成に従う場合、符号量推定部２０は、マクロブロックの発生符号量の上限値
（上限符号量）と、減算器１０６の生成した予測誤差信号と、量子化制御部１０９の設定
した量子化ステップサイズとを入力として、予測誤差電力算出部２００と、許容予測誤差
電力算出部２０３と、予測誤差比較部２０４とを備える。
【００７１】
　予測誤差電力算出部２００は、減算器１０６の生成した予測誤差信号の電力である予測
誤差電力を算出する。
【００７２】
　許容予測誤差電力算出部２０３は、マクロブロックの発生符号量の上限値と、量子化制
御部１０９の設定した量子化ステップサイズとに基づいて、予測誤差電力の許容電力（許
容予測誤差電力）を算出する。
【００７３】
　予測誤差比較部２０４は、予測誤差電力算出部２００の算出した予測誤差電力と、許容
予測誤差電力算出部２０３の算出した許容予測誤差電力とを比較して、予測誤差電力算出
部２００の算出した予測誤差電力が許容予測誤差電力算出部２０３の算出した許容予測誤
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差電力よりも大きい場合には、切替スイッチ２２に対して、量子化部１０８に与える量子
化ステップサイズとして、量子化制御部１０９の設定した量子化ステップサイズから量子
化ステップサイズ算出部２１の算出した量子化ステップサイズに切り替えることを指示す
る。これとは逆に、予測誤差電力算出部２００の算出した予測誤差電力が許容予測誤差電
力算出部２０３の算出した許容予測誤差電力よりも小さい場合には、切替スイッチ２２に
対して、量子化部１０８に与える量子化ステップサイズとして、量子化制御部１０９の設
定した量子化ステップサイズをそのまま用いることを指示する。
【００７４】
　図７および図８に、符号量推定部２０が図６に示す構成を採る場合に、本実施形態の映
像符号化装置の実行するフローチャートを図示する。
【００７５】
　次に、これらのフローチャートに従って、この場合の映像符号化装置の実行する処理に
ついて詳細に説明する。
【００７６】
　即ち、本実施形態の映像符号化装置は、符号量推定部２０が図６に示す構成を採る場合
には、図７のフローチャートに示すように、先ず最初に、ステップＳ２０で、符号化モー
ドを決定すると、続いて、ステップＳ２１で、予測誤差電力の許容電力となる許容予測誤
差電力を算出する。
【００７７】
　続いて、ステップＳ２２で、予測誤差電力が許容予測誤差電力よりも大きいのか否かを
判断して、大きいことを判断するときには、ステップＳ２３に進んで、量子化ステップサ
イズを変更してから、ステップＳ２４で、その変更した量子化ステップサイズを用いて符
号化を行う。
　ここで、図７のフローチャートでは記載していないが、ステップＳ２１で許容予測誤差
電力を算出するときに、ステップＳ２２の処理で必要となる予測誤差電力についても算出
するようにしている。
【００７８】
　一方、ステップＳ２２の判断処理で、予測誤差電力が許容予測誤差電力よりも小さいこ
とを判断するときには、ステップＳ２３の処理を行うことなく直ちにステップＳ２４に進
んで、現在設定されている量子化ステップサイズを用いて符号化を行う。
【００７９】
　図８Ａに、ステップＳ２１で行う許容予測誤差電力の算出処理のフローチャートを図示
し、図８Ｂに、ステップＳ２３で行う量子化ステップサイズの変更処理のフローチャート
を図示する。
【００８０】
　すなわち、ステップＳ２１では、図８Ａのフローチャートに示すように、先ず最初に、
ステップＳ２１０で、予測誤差信号を入力して予測誤差電力を算出し、続くステップＳ２
１１で、マクロブロックの発生符号量の上限値（上限符号量）を入力し、続くステップＳ
２１２で、現在設定されている量子化ステップサイズを入力し、続くステップＳ２１３で
、その入力した発生符号量の上限値とその入力した量子化ステップサイズとに基づいて、
許容予測誤差電力を算出するのである。
【００８１】
　一方、ステップＳ２３では、図８Ｂのフローチャートに示すように、先ず最初に、ステ
ップＳ２３０で、マクロブロックの発生符号量の上限値（上限符号量）を入力し、続くス
テップＳ２３１で、予測誤差信号を入力して予測誤差電力を算出し、続くステップＳ２３
２で、入力した発生符号量の上限値と算出した予測誤差電力とに基づいて、その上限値を
超えない符号量の発生を実現する量子化ステップサイズを算出し、続くステップＳ２３３
で、その算出した量子化ステップサイズに従って、符号化に用いる量子化ステップサイズ
を変更するのである。
【００８２】
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　このようにして、図１に示す本実施形態の映像符号化装置は、符号量推定部２０が図６
に示す構成を採る場合には、発生符号量の上限値と量子化ステップサイズとから導出され
る予測誤差電力の許容電力に基づいて、現在設定されている量子化ステップサイズを用い
て符号化を行うときの発生符号量がその上限値を超えることになるのか否かを判断して、
発生符号量がその上限値を超えることになる場合には、その上限値を超えない符号量の発
生を実現する量子化ステップサイズを算出して、符号化に用いる量子化ステップサイズを
、そのようにして算出した量子化ステップサイズに変更するように処理するのである。
【００８３】
　これから、本実施形態の映像符号化装置によれば、再度の符号化処理や２種類以上の符
号化モードについての符号化処理を行うことなく、さらに、発生符号量の計測結果を待た
ずに、発生符号量の上限値を超えない符号化を実現できるようになる。
【００８４】
　図９に、本発明の映像符号化装置の他の実施形態例を図示する。ここで、図１で説明し
た構成要素と同じ構成要素については同一の記号で示してある。
【００８５】
　図中、１０（破線で囲った部分）はＨ.264を実装するＨ.264映像符号化装置としての構
成部分、３０は本実施形態例を実現すべく設けられる符号量推定部、３１は本実施形態例
を実現すべく設けられるＰＣＭ符号化部、３２は本実施形態例を実現すべく設けられる切
替スイッチである。
【００８６】
　ＰＣＭ符号化部３１は、映像信号を符号化対象として量子化を行うことなくＰＣＭ符号
化を行い、その符号化データを切替スイッチ３２を介して情報源符号化部１１４に出力す
る。
【００８７】
　符号量推定部３０は、図１に示した実施形態例で備える符号量推定部２０と同一の基本
構成を有し、図２の構成を採ることがあり、図２の構成を採る場合にあって、発生符号量
の推定値が発生符号量の上限値よりも大きい場合には、切替スイッチ３２に対して、ＰＣ
Ｍ符号化部３１の出力信号を情報源符号化部１１４に与えるよう指示し、これとは逆に、
発生符号量の推定値が発生符号量の上限値よりも小さい場合には、切替スイッチ３２に対
して、量子化部１０８の出力信号を情報源符号化部１１４に与えるよう指示する。
【００８８】
　すなわち、符号量推定部３０が図２の構成を採る場合には、本実施形態の映像符号化装
置は、図１０のフローチャートに示すように、先ず最初に、ステップＳ３０で、符号化モ
ードを決定すると、続いて、ステップＳ３１で、現在設定されている量子化ステップサイ
ズを用いて符号化を行うときの発生符号量を推定する。続いて、ステップＳ３２で、発生
符号量の推定値が発生符号量の上限値よりも大きいのか否かを判断して、大きいことを判
断するときには、ステップＳ３３に進んで、ＰＣＭ符号化を行い、小さいことを判断する
ときには、ステップＳ３４に進んで、通常の符号化を行う。
【００８９】
　また、符号量推定部３０は、図６の構成を採ることも可能であり、図６の構成を採る場
合にあって、予測誤差電力が許容予測誤差電力よりも大きい場合には、切替スイッチ３２
に対して、ＰＣＭ符号化部３１の出力信号を情報源符号化部１１４に与えるよう指示し、
これとは逆に、予測誤差電力が許容予測誤差電力よりも小さい場合には、切替スイッチ３
２に対して、量子化部１０８の出力信号を情報源符号化部１１４に与えるよう指示する。
【００９０】
　すなわち、符号量推定部３０が図６の構成を採る場合には、本実施形態の映像符号化装
置は、図１１のフローチャートに示すように、先ず最初に、ステップＳ４０で、符号化モ
ードを決定すると、続いて、ステップＳ４１で、予測誤差電力の許容電力となる許容予測
誤差電力を算出する。続いて、ステップＳ４２で、予測誤差電力が許容予測誤差電力より
も大きいのか否かを判断して、大きいことを判断するときには、ステップＳ４３に進んで



(12) JP 4987080 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

、ＰＣＭ符号化を行い、小さいことを判断するときには、ステップＳ４４に進んで、通常
の符号化を行う。
【００９１】
　このようにして、図９に示す本実施形態の映像符号化装置は、現在設定されている量子
化ステップサイズを用いて符号化を行うときの発生符号量がその上限値を超えることにな
るのか否かを判断して、発生符号量がその上限値を超えることになる場合には、量子化を
行わずにＰＣＭ符号化を行うように処理するのである。
【００９２】
　図２に示す発生符号量推定部２０１や、図６に示す許容予測誤差電力算出部２０３や、
図３に示す最小量子化ステップサイズ算出部２１１は、具体的には関数やルックアップテ
ーブルで実現することができる。
【００９３】
　ここで、予測モード（符号化モード）が異なるとオーバーヘッド符号量などが変わるこ
とから、これらの関数やテーブルは正確には予測モードに依存することになる。これから
、これらの関数やテーブルを予測モード毎に用意するようにして、それらの中から符号化
対象のマクロブロックの予測モードに適したものに選択して用いるようにすることが好ま
しい。
【００９４】
　すなわち、図１２に示すように、図２に示す発生符号量推定部２０１が、複数の予測モ
ードに対応した複数の関数（関数１～関数Ｎ）を有するように構成して、それらの関数の
中から符号化対象のマクロブロックの予測モードに適したものを選択して用いるようにす
ることが好ましい。
【００９５】
　また、図１３に示すように、図２に示す発生符号量推定部２０１が、複数の予測モード
に対応した複数のルックアップテーブル（ＬＴ１～ＬＴＮ）を有するように構成して、そ
れらのルックアップテーブルの中から符号化対象のマクロブロックの予測モードに適した
ものを選択して用いるようにすることが好ましい。
【００９６】
　また、図１４に示すように、図６に示す許容予測誤差電力算出部２０３が、複数の予測
モードに対応した複数の関数（関数１～関数Ｎ）を有するように構成して、それらの関数
の中から符号化対象のマクロブロックの予測モードに適したものを選択して用いるように
することが好ましい。
【００９７】
　また、図１５に示すように、図６に示す許容予測誤差電力算出部２０３が、複数の予測
モードに対応した複数のルックアップテーブル（ＬＴ１～ＬＴＮ）を有するように構成し
て、それらのルック・BR>Aップテーブルの中から符号化対象のマクロブロックの予測モー
ドに適したものを選択して用いるようにすることが好ましい。
【００９８】
　また、図１６に示すように、図３に示す最小量子化ステップサイズ算出部２１１が、複
数の予測モードに対応した複数の関数（関数１～関数Ｎ）を有するように構成して、それ
らの関数の中から符号化対象のマクロブロックの予測モードに適したものを選択して用い
るようにすることが好ましい。
【００９９】
　また、図１７に示すように、図３に示す最小量子化ステップサイズ算出部２１１が、複
数の予測モードに対応した複数のルックアップテーブル（ＬＴ１～ＬＴＮ）を有するよう
に構成して、それらのルックアップテーブルの中から符号化対象のマクロブロックの予測
モードに適したものを選択して用いるようにすることが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　本発明は、符号化対象領域の映像信号とその予測信号との予測誤差信号に対して直交変
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換を施し、その結果得られる直交変換係数を量子化ステップサイズで量子化して符号化す
るという構成を採る映像符号化に適用できるものであり、再度の符号化処理や２種類以上
の符号化モードについての符号化処理を行うことなく、さらに、発生符号量の計測結果を
待たずに、上限符号化量を超えない符号化を実現できるようになる。
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